
1 

 

千葉市では、千葉市文化財保護条例に基づき、市域内に所在する市にとって重要な文

化財を、千葉市指定文化財に指定しています。  

このたび、「千葉神社妙見大祭神輿渡御」を新たに指定しましたので、お知らせしま

す。 

 

１ 名称 

  千葉
ち ば

神社
じ ん じ ゃ

妙見
みょうけん

大祭
た い さ い

神輿
み こ し

渡御
と ぎ ょ

 

 

２ 指定年月日 

  令和８年７月１５日 

※今回の指定により、千葉市指定文化財

は５３件になります。  

 

３ 種別 

  無形民俗文化財 

 

４ 保存団体 

  千葉神社（中央区院内１－１６－１） 

 

５ 文化財の概要 

「千葉神社妙見大祭神輿渡御」は、８月１６日から２２日までの７日間にわたって

大祭および神輿渡御の神事が行われる、千葉市を代表する夏の祭礼の一つです。  

『千葉
ち ば

妙見
みょうけん

大縁起
だ い え ん ぎ

絵巻
え ま き

』（享
きょう

禄
ろ く

元(１５２８)年）では、大治
だ い じ

２（１１２７）年が祭

礼の起源と伝えられており、また、『下総
しもうさの

国
く に

千葉
ち ば

郷
ご う

妙見寺
み ょ う け ん じ

大縁起
だ い え ん ぎ

絵巻
え ま き

』（寛文２(１６

６２)年）では、祭礼での神輿渡御の様子が描かれています。  

神輿渡御は、８月１６日の正午過ぎに神社を出発した後、国道１２６号線を挟んだ

院内公園に隣接する香取神社の前で、屋根飾りである鳳凰を取り付けるという、本祭

礼独特のしきたりがあります。これは、千葉神社一帯が、かつて香取神社の境内地で

あったことから敬意を表したものとされています。また、神輿を担ぐ際、地面近くま

で下げ２度もんだ後、３度目に天高く差し上げる特徴的な神輿のもみ方（※神輿を上

下に揺さぶる動作）は、東葛から千葉地域にみられる市内の神輿渡御の特徴の一つで

す。 

千葉神社の神輿渡御は、明治時代以降、大きな改変もなく、現代まで地域住民の手

によって大切に継承されており、市を代表する祭礼の一つとして非常に重要な文化財

であると考えております。  
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６ 指定の経緯 

令和８年６月１７日に開催された千葉市文化財保護審議会への諮問に対し、同日、

指定の答申を受け、７月１５日に開催された令和８年千葉市教育委員会会議第７回

定例会において議決され、指定に至ったものです。  

 

７ 公開状況 

令和８年８月１６日（日）宮出し  

    ８月２２日（土）宮入り  

神輿のもみ方（地面近くまで下げ２度もむ）  神輿のもみ方（３度目に天高く差し上げる）  


